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実装活動の名称 

「ＷＥＢを活用した園児総合支援システムの実装」 
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１．概要 

 ＷＥＢを活用した園児総合支援システムの一環として、ホームページ、及び、園児支

援パッケージ（Ｗｅｂアプリケーション）の開発を行った。 

 

（１）ホームページの作成 

 園児支援パッケージを設置するためのセキュアなサーバーを確保し、ホームページを

作成した。ホームページは、保育専門職のニーズにもっとも近く、保育専門職にとって

使いやすいデザイン構成となるようにした。 

ホームページのタイトルは「保育パワーアップ研究会」、URL は「http://childnet.me/」、
ページの構成は下記の通りであった。 
 １）トップページ 

 本サイトの目的と構成 

 各種ツールへの窓口（リンク） 

 サブページへのリンク 

 保育士ブログへのリンク 

 連絡先 

 ２）サブページ 

  ①根拠に基づく保育実践 

 プロとしての根拠に基づく実践とは １ページ 

 実践のポイント １ページ 

 根拠と評価 １ページ 

 根拠と気づき １ページ 

 意義と効果 １ページ 

  ②根拠に基づくツール 

 発達評価ツールについて １ページ 

 気になる子どもチェックリスト １ページ 

 社会的スキル尺度 １ページ 

 育児環境評価ツールについて １ページ 

 保育環境評価ツール １ページ 

 ツールの複合的活用について １ページ 

  ③資料 

 PDF 形式ツールのダウンロード １ページ 

 

（２）園児支援パッケージ（Web アプリケーション）の開発 

 支援ツールをコンピュータプログラム化し、操作マニュアルを作成し、ホームページ

上に設置した。設置が完了した段階で、保育専門職が使いやすいものとして機能するか

否か確認した。詳細は下記の通りであった。 

 １）下記３ツールのＷｅｂアプリケーション化 

   ①一般発達評価ツール 

   ②社会的スキル尺度ツール 

   ③気になる子ども支援ツール 
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   ２）プロフィールレポートの出力 

  ①園児プロフィールレポート（全国、園平均との比較機能付き） 

 ②園プロフィールレポート（全国平均との比較機能付き） 

 ３）アクセス権の付加 

  ①実装メンバーは、各園から収集したすべての情報にアクセスが可能。 

 ②保育専門職は、自園内の情報にのみアクセス可能。 

 
 

２．実装活動の具体的内容  

（１）ホームページの作成 

 保育専門職のニーズにもっとも近く、保育専門職にとって使いやすいデザイン構成の

ホームページを作成した。また、ホームページに関する技術的な知識がなくても、後の

更新がしやすいように、サイトのファイル形式は PHP 形式をとるようにした。ホームペ

ージのタイトルは「保育パワーアップ研究会」、URL は「http://childnet.me/」、具体的に

は下記のような画面イメージと内容である。 
 

１）トップページ 

 
                            
 

トップページは、「おしらせ」「あ

いさつ」「目的と構成」「お問い合

わせ」「保育士BLOGへのリンク」

で構成される。 
ページの筆頭に「おしらせ」を掲

載することで、訪問者は最新の情報

にアクセスすることができるよう

配慮した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 また、代表者の所属を明記し、あ

いさつ文を掲載することで、本文者

に安心感を持ってもらうよう配慮し

た。 
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2) サブページ 
現段階でのサブページは、「①根拠に基づく実践」「②根拠に基づくツール」「③資料」

の３部構成とした。「実践におけるツールの活用方法」「実践の展開」「実践例と評価」

などe-ラーニングに直接リンクする項目は、平成23年度に追加する予定である。 
 

① 根拠に基づく保育実践 
 「根拠に基づく保育実践」は、「プロとしての根拠に基づく実践とは」「実践のポイン

ト」「根拠と評価」「根拠と気づき」「意義と効果」の５ページで構成した。 
まず、保育専門職に対する科学的根拠に基づく実践システムの確立が求められているこ

とを、保育専門職に伝わりやすい平易な言葉で記述し、求められている実践とはどのよう

なものなのか、ポイントを絞って記述した。画面のイメージは下記の通りである。 
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② 根拠に基づくツール 
「根拠に基づくツール」は、「根拠に基づくツールとは」「発達評価ツールについて」

「一般発達評価ツール」「社会的スキル尺度」「気になる行動チェックリスト」「育児環

境評価ツール」「保育環境評価ツール」の７ページで構成した。 
12年にわたるコホート研究により、子どもの健やかな成長に影響する要因と支援のあり

方を科学的に分析し開発した５つの支援ツール（①発達評価ツール、②社会的スキル尺度、

③気になる子ども支援ツール、④育児環境評価ツール、⑤保育環境評価ツール）を紹介す

るとともに、「ツールを活用して評価することの目的と意義」「使い方」を記載した。ま

た、各ツールをPDF形式でダウンロードできるようにし、ツールの構成や内容を把握でき

るような配慮をした。 
画面のイメージは下記のとおりである。 
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③ 資料 

「資料」には、「一般発達評価ツール」「社会的スキル尺度」「気になる行動チェック

リスト」「育児環境評価ツール」「保育環境評価ツール」の５つのツールに集約して掲載

し、ダウンロードしやすいような配慮をした。 
また、各種ツールの具体的な活用方法や事例などの詳細を掲載した書籍「保育パワーア

ップ講座〜基本編〜」と「保育パワーアップ講座〜活用編〜」の掲載も行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 最後に、訪問者が保育パワーアップ研究会と連絡が取りやすいように、「連絡先」を再

掲載した。 
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（２）園児支援パッケージ（Web アプリケーション）の開発 

  

１）下記３ツールの Web アプリケーション化とプロフィールレポートの出力 

５つの支援ツール（①発達評価ツール、②社会的スキル尺度、③気になる子ども支援ツ

ール、④育児環境評価ツール、⑤保育環境評価ツール）のうち、下記３つのツールを WEB
アプリケーション化し、ツールを「より活用しやすい形」「柔軟性および汎用性の高い形」で提供

した。 
① 発達評価ツール 
② 社会的スキル尺度 
③ 気になる子ども支援ツール 

 そして、成果を視覚的にとらえやすいように、下記２つのレポートを出力できるように

した。 
  ①園児プロフィールレポート（全国、園平均との比較機能付き） 

 ②園プロフィールレポート（全国平均との比較機能付き） 

 
２）Web アプリケーションの概要 
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① ダッシュボード 
 

 
 各ツールの調査の状況を一覧で確認 
 クラス、学年で絞り込み、名前で検索 
 月齢で並び替え 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
② 個人調査票 

 
 

 
 
 
 
 
 

 子どもの個人情報を登録 
 各ツールの調査状況を確認 
 各ツールの調査開始 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
個人調査票の入力画面 

 プルダウンリストより入力補完 
 チェックボックスより選択 
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③ 一般発達評価ツール 
 
 

 6領域のどこからでも調査を始められる 
選択されていない場合は「途中」

 12月の「定期調査」と、それ以外の「随

時調査」を分けて登録ができる 
 領域ごとに再調査できる 
 色分けにより一目で状況を把握できる 

 月齢を上に向かって進み、できないことが

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 すべてが

状態となる 

 
 
 
 
 
 
 

 大きめのボタンをタップしながら回答す

る 

3つ続くまで設問が表示される 

月齢を下に向かって進み、できることが3
つ続くまで設問が表示される 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 【110401】 
 
 



 
 
 
実装支援プログラム 年度報告書 様式 
 

④ 社会的スキル尺度 
 
 

 30項目をタップボタンにより選択 
 
 
 

択されていない場合は「途中」状

以外の「不定期

 気になる子ども評価ツール 

うにまとめてある 
、内容、基準、背景要因が簡単に

触れる画面 
 過去の調査もスクロールさせながら

全体を把握できる 

 
 
 
 
 
 
 

 すべてが選

態となる 
 12月の「定期調査」と、それ

調査」を分けて登録ができる 
 過去の登録を編集して上書き保存

 過去の登録を編集して、別の調査として登録

ができる 
 
 

 
 

 33項目から詳細へアクセスしやすい

ができる 

 
⑤

よ

 項目
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⑥ レポート 
 

 各調査から集計されたレポートの表示 
 定期調査は年齢ごとに、随時調査は過去5回の

表示をする。 

 

 

(1)研修会、講習会、観察会、懇談会、シンポジューム等 

ダー 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

３．理解普及のための活動とその成果

年月日 名称 場所 概要 ステークホル

2011/01/29 ー

アップ研修会 フ

第1会議室

：26名 

ムのコンセ

ョンに関する意見交

概

 

タ管理の説

盟 
園 

い保育所 

（株）サンロフト 

第1回保育パワ RISTEX麹

町オ ィス

 

目

5F 

参加人数

的： 
(1) WEBを活用した園児総

合支援システ

プトの共有 
(2) 開発中のWEBアプリケ

ーシ

換 
内容： 
(1) ＷＥＢを活用した園児

総合支援システムの

要についての説明

(2) iPad活用の演習 
(3) WEBアプリケーション

によるデー

明と演習 

筑波大学大学院 
全国夜間保育園連

どろんこ保育

大宝保育園 
小倉北ふれあ

共栄保育園 
保育所聖愛園 
保育所豊新聖愛園 
保育所北丘聖愛園 
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2011/02/27 ー

アップ研修会 フィス

第1会議室 

：18名 

シ

介と意見交換 

(1) 
現状

(2) 
ジェクトとの

理の演

に

なる子どもチェック 

盟 
園 

（株）サンロフト 

第2回保育パワ RISTEX麹

町オ

5F 

参加人数

目的： 
開発中のWEBアプリケー

ョンの紹

内容： 
保育所訪問報告 
-- 園児情報管理の

と今後の可能性 
工場へのCIM導入 
-- 本プロ

共通点 
(3) WEBアプリケーション

を用いた情報管

習と意見交換 
--基本情報、一般発達検

査、社会的スキル、気

筑波大学大学院 
全国夜間保育園連

どろんこ保育

共栄保育園 
保育所聖愛園 

 
上記２回の保育パワーアップ研修会を行うことにより、インターネットを活用した園児

総合支援システムの展開により、多くの保育実践の場において、下記のことが可能となる

可能性があることを確認した。 

容易

特徴をわかりやすく示し、保育の共有および子育て支援に

一人ひとりの園児の根拠に基づく保

質の

に対する保育のあり方を見直すなど、早期支援とよりよい保育への一助となる。 

 (2)新聞報道、TV放映、ラジオ報道、雑誌掲載等 

新聞、第023号 2011年03月号 2011年02月20日 

 サイエンスポータル編集ニュース、2010年9月29日 

 
① 園児に関する基本情報、発達状況、日常生活状況などが電子データ化され、管理が

になるとともに、保育専門職および他職種間のすばやい情報共有が可能となる。 
② 個人、クラス全体、園全体の特徴と全国平均との比較が図として瞬時に表示されること

により、発達状態の特徴を視覚的に確認し、個々の子どもに適合した保育が可能となる。

また保護者に対して子どもの

資することが可能となる。 
③ 経年データを用いた発達の状況把握が可能となり、

育方針決定への一助となる。 
④ 備考や特記事項の入力により子どもの特徴や保育状況などの質的データを集積し、

高い保育方法が分析可能となり、保育支援のフィードバックの一助となる。 
⑤ 特段の配慮を要する子どもが明示され、保育専門職同士が課題を共有したり、該当園児

 
 

①新聞報道 
 パステルIT
④雑誌掲載 
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(3)WEBサイトによる情報公開 

   ・保育パワーアップ研究会  
    http://childnet.me/ 

・ International Community Care and Lifespan Development        
 http://square.umin.ac.jp/anme/ 

 

(4)その他特記事項 

 平成22年度（平成22年10月〜平成23年3月まで）の取り組みは、平成23年5月予定の「日

本保育学会大64回大会」にて発表する予定である（演題登録・採択済み）。 
 


